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市
長
の
基
本
理
念
で

あ
る
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
が
、
４

年
間
で
ど
の
程
度
達
成
で
き

た
と
思
わ
れ
る
の
か
。

　
　
　

透
明
性
の
高
い
市
政
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
市
政

な
ど
公
約
に
掲
げ
た
。
一
定

の
成
果
や
、
進
展
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

住
み
続
け
た
い
ま
ち
、

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
感
じ
ら
れ
る

た
め
に
は
、
着
実
に
取
り
組

み
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
だ

と
思
う
が
。

　
　
　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、

ど
の
程
度
満
足
頂
い
た
か
分

か
ら
な
い
が
、
課
題
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
は
、
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
う
。

　
　
　

市
民
の
声
、
現
場
の

声
を
反
映
し
た
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
は
、
市
政
の
原
点

で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　

私
も
そ
の
よ
う
な
思

い
で
、
皆
さ
ん
方
の
思
い
を

受
け
止
め
市
政
に
携
わ
っ
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
よ

う
な
思
い
で
取
り
組
む
つ
も

り
で
あ
る
。

　
　
　

６
月
施
行
の
、
市
長

選
挙
に
立
候
補
す
る
と
の
表

明
を
さ
れ
た
が
、
立
候
補
に

あ
た
っ
て
の
公
約
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
施
策
に
重
点
的
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
、
市
長

の
思
い
は
。

　
　
　

４
年
間
の
市
政
運
営

に
お
い
て
は
、
多
く
の
課
題

や
懸
案
事
項
に
つ
い
て
、
一

定
の
方
向
性
は
示
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。
一
方
で
積

み
残
し
た
課
題
、
実
施
で
き

な
か
っ
た
施
策
も
あ
る
。
人

口
減
少
の
抑
制
、
地
域
高
規

格
道
路
の
整
備
実
現
、
雇
用

の
場
の
確
保
、
産
業
振
興
な

ど
、
思
う
よ
う
に
効
果
が
表

れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も

含
め
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、

安
心
で
、
こ
れ
か
ら
先
の
暮

ら
し
に
豊
か
さ
と
希
望
が
持

て
る
、
ま
た
感
じ
ら
れ
る
南

島
原
市
で
あ
る
こ
と
を
望
ん

で
お
ら
れ
る
と
思
う
。
こ
の

よ
う
な
思
い
に
、
い
か
に
取

り
組
み
、
結
果
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
返
し
す
る
こ

と
が
大
切
と
思
う
が
。

　
　
　

今
後
、
私
が
取
る
べ

き
姿
勢
、
方
向
だ
と
受
け
止

め
て
い
る
。

田中次廣議員

市長の基本理
念の達成は
市長の基本理
念の達成は
市長／一定の成果、進展
をみることができたと考
える。
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①
松
本
市
長
は
、
２

期
目
を
目
指
さ
れ
る
の
か
。

②
次
の
４
年
間
の
課
題
と
、

目
指
す
と
こ
ろ
は
何
か
。

③
４
年
間
の
市
政
報
告
を
さ

れ
た
が
、
自
己
評
価
は
何
点

か
。

　
　
　

①
立
候
補
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
議
員
へ
の
答

弁
と
同
じ
。

③
具
体
的
な
点
数
に
つ
い
て

は
、
な
か
な
か
厳
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
　
　

全
員
協
議
会
で
説
明

を
さ
れ
た
中
で
、
何
点
か
質

問
し
た
い
と
思
う
が
、
ま
ず
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
い
説
明
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　

県
が
、
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
な
る
事
。

県
は
、
市
町
ご
と
の
国
保
事

業
費
納
付
金
額
の
決
定
や
、

保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
を

全
額
市
町
に
対
し
て
支
払
う
、

と
い
う
仕
組
み
が
大
き
な
変

更
点
で
あ
る
。
別
表
の
①
が
、

全
国
共
通
の
基
準
に
よ
る
長

崎
県
の
標
準
保
険
料
、
②
が
、

県
が
決
定
し
た
算
定
基
準
３

方
式
に
基
づ
く
市
の
標
準
保

険
料
、
③
が
、
現
在
保
険
料

率
４
方
式
に
よ
る
標
準
保
険

料
。
※
印
の
部
分
は
、
今
現

在
の
南
島
原
市
の
税
率
と
な

っ
て
い
る
。　

　
　
　

長
崎
県
で
は
、
赤
字

で
な
い
自
治
体
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

27
年
度
の
決

算
の
財
政
状
況
で
は
、
単
年

度
収
支
で
は
、
14
の
市
町
が

赤
字
で
、
７
市
町
が
黒
字
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

南
島
原
市
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

多
様
な
リ
ス

ク
を
、
都
道
府
県
全
体
で
分

散
す
る
の
で
、
急
激
な
保
険

料
上
昇
が
起
き
に
く
く
な
る

と
思
う
。
そ
れ
に
、
医
療
費

の
支
払
い
は
実
質
的
に
都
道

府
県
が
担
う
の
で
、
今
ま
で

の
よ
う
に
、
市
の
方
で
医
療

費
の
支
払
い
が
年
度
末
で
急

激
に
上
が
り
、
予
算
が
足
り

ず
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
す
る
と
い
う
心
配
は
い

ら
な
く
な
る
。

議
員

女島山と岩
戸山を結ぶ
橋の構想は

女島山と岩
戸山を結ぶ
橋の構想は
市長／検討をしてみたいな
という私の気持ちの状況。林田久富議員

市
長

議
員 住

み
続
け
た
い
ま
ち
、

住
ん
で
み
た
い
ま
ち

の
達
成
に
つ
い
て

市
長
選
立
候
補
に
つ

い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

議
員

国
民
健
康
保
険
制
度

に
つ
い
て
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活
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長
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生
活
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長
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活
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長
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長
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長
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長
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 1,416,202,891  14,021,523  1,430,224,414  

 445,520,838  4,977,107  450,497,945  

 198,378,175   198,378,175  

 2,060,101,904  18,998,630  2,079,100,534  

 

 

 

      

 7.54  42,876  

 2.60  14,713  

 2.15  16,014  

 

        

 8.59   26,510  19,024  

 3.02   9,525  6,835  

 2.55   10,455  5,131  

 

        

 8.43  1.73  24,137  21,967  

 3.03  0.43  8,853  7,335  

 2.38  0.07  8,971  7,523  

 

  

        

 8.10  12.00  24,500  23,500  

 2.60  2.50  7,900  6,900  

 2.40  2.50  9,100  8,100  

別　　　表

第Ⅱ期総合計画将来像


